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人間発達（ピアジェ）	
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人間発達（ピアジェ）	


l  3つ山課題（Mountain Task, Piaget, J., & Inhelder, B., 
1967, p. 211より） 



人間発達（ピアジェ）	
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人間発達から言語発達へ	


足し算、引き算の概念
は生得的か（Wynn, K., 
1992, p. 322 より） 	
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人間発達から言語発達へ	


足し算、引き算の概念
は生得的か（Wynn, K., 
1992, p. 322 より） 	
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人間発達から言語発達へ	


l  言語習得における規則の内在化の重要性（McNeill, D., 
1970, pp. 106-107より） 

Child:  Nobody don’t like me. 
Mother:  No, say “nobody likes me.” 
Child:  Nobody don’t like me. 
（Eight repetitions of this dialogue：上記の対話を8回くり
かえし） 
Mother:  No, now listen carefully; say “nobody likes 

  me.” 
Child:  Oh! Nobody don’t likes me. 



人間発達から言語発達へ	


Two examples from the Wug test（Berko, 1958）	
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人間発達から言語発達へ	


Two examples from the Wug test（Berko, 1958）	


wugs 
ricked 

類推的拡張 
単純化	


我々が普段何気なく使っている言葉には、規則性がある。 
身の回りにあるデータからその背後にある言語知識を推理し、
仮説を立てる。 
 



人間発達から言語発達へ	


l  子どもの言語を習得する過程を考えてみる 
l  活用 

l  子供は聞いたままを覚えるだけではなく、文法構造を覚え、
類推から活用させようとする。（例：形容詞の活用（否定形の 
「〜くない」）を形容動詞に用いて「好きくない」と言う。） 

l  親が活用を教えるわけではない。 
l  「知ってる？」という問いに対して、「知ってない」と答える。 

l  「知ってる」を、否定形に活用。 
l  「○○できる」と言う時に、「○○する」という動詞を、可能形

に活用させ「○○すれる」と言う。 
l  「れる」をつけるという可能形のプロトタイプ規則をサ行変格

活用にまで敷衍。	


	




言語発達と方言	


l  再帰代名詞 
l  単数形では「所有格もしくは目的格」に“self”を付け、複数形では「所

有格もしくは目的格」に“selves”を付ける。 

 
l  規則の過剰般化（過剰一般化：overgeneralization）  

l  言語習得過程では、より単純な規則の使用というプロセスを経て 
複雑な規則を使用するようになる。	
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言語発達が連続なら	


l  片桐恭弘・井出祥子（2009）『言語』 
l  アメリカ人の英語話者はどちらかというと自分の意見をしっかりと述

べてから、それに関して相手の合意を求めるという方法をとる。そ
れに対して、日本人の日本語話者はふたりでお互いに案を小出し
にしながら徐々に共通合意案を作り出していくという方法をとる。 

l  英語のコミュニケーションの場合には主張の命題内容に焦点があ
たり、インタラクションにおいても命題内容の導入や評価が表に出て
くる。 

l  それに対して、日本語のコミュニケーションの場合には主張の共同
構築に焦点があたり、インタラクションにおいてもモダリティ表現を
多用して、主張を暫定的なものと位置づけ、相手の協調的な貢献
を引き出しながら両者の意見を摺り合わせていくことが主な作業と
なる。 対照談話分析：談話レベルで言語間の

比較を試みる	




l  従来、試みられてきたのは、普遍性もしくは汎文
化性（すなわち生得的要因）と個人的差異という
二極分割	


l  しかし、その中間に社会的・文化的差異（すなわ
ち文化的要因）を認める必要性を強調�

要約	
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